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「

襲還
「NIKKEI関西J
インスタグラムでも
https://www.instagram.
com／「1ikkeikansai/

奈良カエデの郷ひらら

（奈良県宇陀市）

手のひら状の緑葉が青空に映える。 奈良カエデの

郷ひららは、小学校跡地に世界のカエデ1200品種、
3000本が林をなす観光施設。春は紫やピンクなど色

彩豊かな新芽を吹き、夏は緑と自の斑（ふ）入りの

珍しい葉も見られる。 どこか懐かしさを覚える築85

年の木造校舎は、映画などのロケやコスプレの撮影
会にも利用される。 地元食材を使ったメニュ ーを提

供するカフェも。秋が深まり、校舎を背に赤や黄に

輝き揺れる葉は、さぞきれいだろう。 （笹津敏嘩〉
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河
田

聡
さ
ん
大
阪
大
学
名
誉
教
授

－
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
光
フ

ァ
イ
バ
ー、

顕
微
鏡
｜
｜。

大
阪

大
学
名
誉
教
授
の
河
田
聡
さ
ん

一（
侃）

は
こ
う
し
た
製
品
を
支
え

る
光
学
・
分
光
学
研
究
の
世
界
的

な
権
威
だ。
祖
父
と
父
も
阪
大
卒、

自
宅
は
大
阪
府
池
田
市
内
で
キ
ャ

ン
パ
ス
の
近
く
と
い
う
家
庭
で
育

っ
た。河

田
家
で
大
学
と
い
え
ば
阪
大

の
こ
と。

知
ら
ず
知
ら
ず
に
す
り

込
ま
れ
て
い
た
の
か、

私
は
深
く

考
え
ず
に
阪
大
工
学
部
に
進
ん

だ。

研
究
者
に
な
っ
た
の
も、

家

庭
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
お
ら
ず
会

社
勤
め
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か

っ
た
こ
と
が
一

因
だ。

2
0
0
3
年
に
研
究
の
傍
ら
起

－
業
し、

特
殊
な
顕
微
鏡
を
開
発
す

る
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ン
（
大
阪
市）

を

設
立
し
た。

「
工
学
部
の
教
授
は

人
に
役
立
つ
も
の
を
作
る
べ
き

だ」
と
常
々
考
え
て
い
た
か
ら
だ。

研
究
し
て
論
文
を
書
く
だ
け
で
は

誰
も
聴
い
て
い
な
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
て
い
る
よ
う
で
物
足
り
な

か
っ
た。

今
で
は
国
内
外
の
電
池

・
半
導
体
大
手
が
当
社
の
顕
微
鏡
。

を
使
っ
て
い
る。

光
は
阪
大
で
古
く
か
ら
盛
ん
に

研
究
さ
れ
て
き
た。

例
え
ば
ソ
ニ
・

l
創
業
者
の
盛
田
昭
夫
氏
が
師
事

し
た
浅
田
常
三
郎
氏
は
代
表
的
な

研
究
者
だ。

1
9
3
9
年
に
大
阪

・
中
之
島
の
校
舎
か
ら
朝
日
新
聞

社
の
屋
上
に
光
を
使
っ
て
音
楽
を

送
っ
た。

こ
の
実
験
は
光
通
信
の

先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る。

－
関
西
の
大
学
の
特
長
が
薄

れ、

多
様
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

と
警
鐘
を
鳴
ら
す。

関
西
の
特
色
は
多
様
な
点
だ。

京
都
や
大
阪、

神
戸、

奈
良
な
ど

各
地
域
で
言
葉
や
文
化
が
異
な
り

少
し
話
せ
ば
ど
こ
の
出
身
か
わ
か

る。

大
学
も
多
様
だ。

阪
大
は
大

都
市
に
あ
り
工
学
や
医
学
な
ど
実

「適塾」の志で科学者育む
学
に
強
い。

京
都
大
は
土
木
や
化

学
な
ど
歴
史
あ
る
学
問、

神
戸
大

は
経
営
分
野
の
研
究
に
優
れ
る。

J

近
年
こ
う
し
た
特
長
が
薄
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る。

あ
ふ
れ
る

情
報
に
振
り
回
さ
れ、

横
並
び
意

識
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か。

み
な
一

様
で
は
斜
学
や

産
業、

芸
術
は
育
た
な
い。

大
学

は
あ
え
て
周
囲
の
情
報
か
ら
離

れ、

各
都
市
の
「
ク
セ」

が
育
ん

だ
持
ち
昧
を
磨
い
て
ほ
し
い。

大
阪
府
立
大
と
大
阪
市
立
大
が

統
合
す
る。

大
学
は
水
道
な
ど
一

般
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
物

で
あ
り、

規
模
を
追
う
の
は
反
対

だ。

小
さ
く
異
な
る
大
学
が
散
ら

ば
っ
て
モ
ザ
イ
ク
模
様
を
彩
る。

伸
が
悪
く
て
い
い。

互
い
の
違
い

を
意
識
し
競
い
合
え
ば
い
い。

そ

ん
な
多
様
さ
が
新
た
な
も
の
を
生

み
出
す
の
だ。

クセ磨いて関西の大学

かわた・さとし 1951年大阪府池田市生まれ。
: 79年大阪大院博士課程修了。93年阪大工学部教授。
j 2013年特別教授。 17年より名誉教授。 日本分光学
i会と応用物理学会の会長や、 理化学研究所の主任
！研究員も務めた。

圃
博
士
課
程
の
学
生
ら
約
叩
人

が
各
界
で
活
躍
す
る
人
に
話
を
聞

く
「
科
学
者
維
新
塾
（
糾
新
塾
ご

を
立
ち
上
げ
る
な
ど、

人
材
育
成

に
も
力
を
注
ぐ。

制
学
者
維
新
塾
は
阪
大
に
限
ら

ず
関
西
や
関
東
の
学
生
を
集
め、

東
京
と
大
阪
で
毎
月
開
く。

講
師

は
学
生
が
探
し、

酒
を
片
手
に
夜

遅
く
ま
で
語
り
合
う
こ
と
も
あ

る。

参
考
に
し
た
の
は
阪
大
の
源

流
と
な
っ
た
緒
方
洪
庵
の「
適
塾」

だ。

全
国
か
ら
来
た
西
洋
医
学
の

学
生
を
育
て、

福
沢
諭
吉
な
ど
医

学
以
外
も
多
く
人
材
を
輩
出
し

た。
学
生
に
は
「
博
士
を
取
っ
て
専

門
家
に
な
る
な」
と
言
っ
て
い
る。

博
士
と
い
う
言
葉
の
由
来
を
た
ど

る
と
あ
る
分
野
に
特
化
し
た
専
門

家
で
は
な
く、

幅
広
い
分
野
に
通

じ
た
人
と
い
う
意
味
だ。

今
の
社

会
に
は
幅
広
い
知
識
を
生
か
し
て

未
知
の
問
題
を
解
決
を
す
る
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る。

一

方、

大
学
を
外
部
に
聞
か
れ

た
も
の
に
変
え
よ
う
と
「
平
成
洪

庵
の
会」

と
い
う
組
織
も
立
ち
上

げ
た。

阪
大
の
構
内
で
教
授
や
学

生
に
加
え
弁
護
士
や
芸
術
家
な
ど

が
集
ま
っ
て
毎
回
異
な
る
話
題
を

議
論
し
て
き
た。

今
で
は
異
業
種

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る。

8
月

は
「
コ
ロ
ナ
と
教
育」

を
テ
l
マ

に
話
し
合
っ
た。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

一

に
よ
り、

大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講

・

義
を
続
け
て
い
る。

大
教
室
の
一

司

方
通
行
の
講
義
は
と
も
か
く、

少

寸

人
数
で
実
験
器
具
に
触
れ
た
り
議

訟

諭
し
た
り
す
る
機
会
は
画
面
上
で

ト

代
替
で
き
な
い。

感
染
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
面
と
向
か
っ
た
授
業

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か。

大

学
は
今、

教
育
を
担
う
公
的
機
関

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
問
わ
れ

て
い
る。

（
聞
き
手
は
梅
国
典）

「
科
学
者
維
新
塾」
は
阪
大
の
源
流
と
な
っ

た
緒
方
洪
庵
の
「
適
塾」
を
参
考
に
し
た


